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ジェット機墜落を繰り返すな！ その原因の根拠である小松基地を撤去するぞ！と、闘

いを継続し、取り組んでおられる青年・女性部の皆さんに敬意を表します。

同時に、このような事故を再び起こさないために、なぜ起こったのか、再び起こさない

ためにはどうすればいいのか、を問い続けている姿勢に対しても敬意を表します。

若干、自己紹介をかねて２．８ジェット機墜落事故を振り返ってみたいと思います。ち

ょうど４５年前となりますが私が１９歳の時です。当時大学浪人中であり、自宅で昼食を

とっていたときでした。耳をつんざくような と直後の静寂。

あまりの怖さに我が身を畳みに伏せました。コースは野々市方面から泉一丁目ですので、

我が家の上あたりを通過したものと思います。「今の音はなに！」と母親と顔を見合わせ

ました。まさか 、と真剣に思いました。

その二年後、１９７１年４月１日県職労組合員となり、その二年後の７３年２月、ジェット機墜

落抗議集会に参加しました。墜落から４年後のことです。

その時の感想は、警察は、デモ隊を「守ってくれない」ものなのだ、そんな存在なのだ

ということをはじめて知ったことです。ふたつ目は、集会参加者のなかに中学校時代の先

生がいたことでした。この二つがその後の人生を変えたのだと思います。

８１年（３１歳）までは毎年参加していました。県職労青年部書記長のときには７０名が参

加があったことを覚えています。７８，７９年だったでしょうか。その勢いで、県庁舎裏から

中央公園の小公園まで無届けデモをしてしまいました。

「金沢市泉二丁目を南北に貫く、幅三メートルほどの旧北国街道に戦闘機は落ちた。五十メートル

ほど先を歩いていた六十五歳のおばあちゃんは電柱に吹き当てられて、胴体、手、頭部にちぎられた。

次いで猛火。五時間後に消えた時、三十五歳、四十九歳、六十六歳の主婦三人が、身元がわからぬほ

どに焼けて見つかった」と報道されていた。

墜落した時間は正午でしたが、丁度墜落した地域の があり、ほとんどの家が留守だっ

たことが人の被害を小さくした。子ども達も学校や保育園に行っていて難を逃れた。

後日談ですが、自衛隊の責任者がやってきて「家を新しく建ててもらい、新しい奥さんももらえて、

なお良かっただろう・・・」と記者に言って大問題になったそうです。遺族の強い抗議と世論の非難

をあびて辞任させられたらしいが。 （２００９年、４０年目の記事 北国新聞より）

さて、Ｆ１０４Ｊジェット機の墜落原因は何か？

民間機が悪天候（雷など）で飛行をやめているなか、小松基地から戦闘機は飛んだ。当

時は、アメリカによるベトナム戦争の真っ只中であり、日本の自衛隊も臨戦態勢だったの

ではないかと思われます。その結果、訓練を強行し、事故は起こるべきして起こった事件

でした。だから、原因は「雷」ではなく、訓練の強行なのです。

（原発と似てますね。３．１１の原因は、地震でも配管破断でもなく、原発を動かしたことなのです。）

平和運動センター青年・女性部の前身である県評青年部の先輩たちは、事故直後から

「墜落糾弾！」「小松基地撤去」を掲げて闘争に立ち上がり、それが今も続けているの

だと思います。
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４３周年の２０１２．２．８集会

事故後、反原発を訴えている

福島の酪農家 長谷川健一さん

を招いた集会

（映像の牛死体はむごかった）

米軍の事故は繰り返されている！

宮森小学校米軍機墜落事故（沖縄県）

１９５９年６月３０日午前１０時４０分頃に、アメリカ空軍のＦ１００Ｄジェット戦闘機が操縦不能となり、パイロッ

トは空中で脱出、機体は民家３５棟をなぎ倒した後、石川市にある宮森小学校（現うるま市立宮森小学

校）のトタン屋根校舎に衝突、さらに隣のコンクリート校舎を直撃し炎上した。

事故による火災は１時間後に鎮火したが、

するなど大惨事となった。

事故当時、学校には児童・教職員ら約１０００人がいた。特に直撃を受けた２年生の教室の被害が最も大

きく、火だるまになった子供達は水飲み場まで走り、そのまま次々と息絶えたと伝えられている。

（２．８闘争４５周年 ２．１５「憲法改悪に反対する」集会 前段学習会）
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